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2 ）土地の自然的・社会的条件、 3 ）ブラジル社会における政治的・経




































1903年 8 月）、「皇国殖民株式会社定款」、「開業届」（1904年 3 月）、「保証金納付
ノ件」（1904年 4 月）、『皇国殖民株式会社業務関係雑件』単巻、外務省外交史料
館、 3 門 8 類 2 項196号、1903年10月‒1904年 4 月。以後、外務省通商局は通商
局と略す。
2 ）通商局「業務代理人許可出願之件」『皇国殖民合資会社業務関係雑件（二）』外
交史料館、 3 門 8 類 2 項217号、1907年。
3 ）通商局「出張所設置移籍廃止等届出ノ件」、1908年 2 月‒1909年 1 月。
4 ）通商局「伯国サンパウロ州政府ト本社トノ間ニ締結セル契約書譯文」『皇国殖
民合資会社伯剌西爾国移民取扱一件　明治四十一年』外務省外交史料館、 3 門









































たことがわかる8）（表 1）。表 1 によれば、州政府との契約履行のため、
1 カ月足らずの間に移民を全国から募集していた訳だが、特に 4 月11日
と14日との募集数の変動があり過ぎる。沖縄県の場合、僅か 1 カ月足ら
ずで100人もの応募者が増減し、石工左官等の農業移民以外の予定数も








8 ）通商局「伯剌西爾移民募集地方別予定表御届」1908年 3 月。東京朝日新聞1908



















沖縄 250 50 400 30≦ 80 400 9 80
鹿児島 170 20≦ 34 270 7≦ 54 250 20 54
広島 180 20≦ 36 33 5 6 47 13 6
山口 100 5 20 39 4 7 7
熊本 100 5 20 80 4 16 16
福島 50 10 105 21 21
新潟 45 9 9 2 2
宮城 25 5 6 1 1
高知 30 6 30 6 6
山梨 30 6 0 0 0
愛媛 20 4 21 4 27 0 4
東京 0 0 7 1 1
合計 1000 200 1000 198 724 42 198






























1 日 1 円50銭とある。
11）「移民出発期日延期願出之件」と「期日延期ノ為ニ生スル移民費用ニ関スル件」





























事務所設置（廃業）、業務執行社員永嶋亀代司⇒同市芝区三田四国町 2 番地 1 号
（19100825）。外務省通商局『皇国殖民株式会社業務関係雑件』単巻1903年。『皇
国殖民合資会社業務関係雑件（一）』1905年及び『同（二）』1908年等より作成。




「廃業届」『南米殖民株式会社業務関係雑件』 3 門 8 類 2 項292号。通商局『移民








































県の 2 家族 7 人などが香山と同じ船室で航行していることは『回想録』
で確認できる 18）。この他非移民としての乗船者でブラジル以外への渡航






































































































耕地名 沿線鉄道名 通訳者名 該当県名 家族数 配耕者数
1 カナーン モジアナ線 嶺　　　昌 沖縄 21 155
2 フロレス イツー線 大野　基尚 沖縄 26 183
3 サン・マルチーニョ パウリスタ線 鈴木貞次郎 鹿児島 27 104
4 グアタパラ パウリスタ線 平野　運平 鹿児島、新潟、高知 14 51
5 ズモン モジアナ線 加藤順之助 福島、熊本、広島、宮城、東京 52 207

















結果、 8 月25日、東京の 1 家族 3 名を残して全員がズモン耕地を撤退し


















































34）Caio SHIOMI,DAITAN NA:Colônias Japonesas do noroeste paulista: Os 




































　　　（1908年 9 月 3 日）
県　名 郡市名 氏名 続柄 入耕先
1 広島県 山縣郡 山田　勘一 家長 分耕地
〃　　オリエ 妻
〃　　実蔵 弟
2 広島県 広島市 神田　寅三 家長 分耕地
〃　　シツノ 妻
須山　勘一 従弟
3 熊本県 飽託郡 大村　千太郎 家長 本耕地
〃　　さが 妻
〃　　貞男 子
4 熊本県 飽託郡 宮部　弥平 家長 本耕地
〃　　トワ 妻
〃　　シヅエ 娘




6 熊本県 八代郡 上田　豊喜 家長 分耕地
〃　　ジュキ 妻
7 熊本県 八代郡 本嶋　儀男 家長 分耕地
〃　　ミト 妻
































































































































































































の殖民生活への転向第 1 号「殖民の嚆矢」であった。藤田敏郎は 1 家族





























































































1 は、1908年10月、ズモン農場脱耕者 9 家族を率いてノロエステ線トレー
ド・ピーザ駅サン・ジョアキン耕地に出向いた時、日本人による集団開
拓をスタートさせたのは自分である、「自分こそノロエステ線のピオネ
イロ（開拓者）なのだ」という自負心、すなわち日本人としてのアイデ
ンティティの具現化に気付いた時に在ったといえる。この気付きは、笠
戸丸の同船者であり同県人であった元橋口重正夫人タニとの結婚、家族
の増加による貧しくとも平穏な生活を獲得できた香山の、戸主として家
族を守りつつ生きなければならないという責任感の増幅とも関わってい
る。第 2 は、大阪朝日新聞のブラジル通信員になったことにある。金子
保三郎からのモンソン植民地の飛蝗害お見舞いがその契機であった。サ
ン・ジョアキン耕地もモンソン植民地も、香山にとっては移民を意識す
る原点そのものであったと云える。香山にとってこの地は第二の故郷と
なっていたのだ。このような観点からも『聖州新報』は、サンパウロで
はなくノロエステ地方バウルーで創刊して当然であったと考えられる。
さらに、新聞創刊の決定的誘因として、1921年 1 月、バウルー領事館
新設があった。この事によって一地方都市に於てもブラジル国内外の情
報を、瞬時に入手伝達することが可能になった。メディアとしての新聞
の果す役割の核が形成されたのだった。
香山が一移民から新聞編集人としてどのような活躍をして行くのかに
ついては、今後の研究課題としたい。
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